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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ser/Thrタンパク質キナーゼのPAKファミリーのメンバーです。PAKファミリーのメンバーは、細胞骨格のダイナミクス、増殖、および細胞生存シグナル伝達の調節に関与すると考えられるRac/Cdc42 GTPaseのエフェクターとして知られています。このキナーゼはCDC42/Rac1相互作用結合（CRIB）モチーフを含み、GTP存在下でCDC42に結合することが示されている。このキナーゼは主に脳で発現しています。神経突起の伸長を促進する能力があるため、神経突起の発達に役割を果たしている可能性があります。このキナーゼは微小管ネットワークに関連しており、微小管の安定化を誘導します。このキナーゼの細胞内局在は、細胞周期の進行中に厳密に制御されています。同じタンパク質をコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：活性化されたキナーゼは様々な標的に作用する。,PTM：CDC42/p21によって活性化されると自己リン酸化される。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。STE20サブファミリー。,類似性：1つのCRIBドメインを含む。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：GTP結合型CDC42/p21およびRAC1と密接に相互作用するが、GDP結合型CDC42/p21およびRAC1とは相互作用しない。,組織特異性：主に脳で発現する。,
	研究分野
	ErbB_HER;軸索誘導;接着斑;T細胞受容体;アクチンと細胞骨格を制御;腎細胞癌;
	画像データ
	

	PMA 125 ng/ml 30分処理したLOVO細胞ライセートのPAK5/6（リン酸化Ser602/Ser560）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

